








A Study of Akutagawa Ryūnosuke’s Literary View in His Last Years 




































































































































































































































































































































































































1 篠崎美生子「「蜃気楼」――小さな「物語」群の意味――」（『弱い「内面」の陥穽 芥川龍之介から見た日本近代文学』二〇一七・五、翰林書房） 
2 安藤宏「「私小説」とは何か」（『近代小説の表現機構』二〇一二・三、岩波書店） 
3 五味渕典嗣「《芸術》の危機――谷崎＝芥川論争への一視点――」（『人文科学』二〇〇三・五） 
4  田鎖数馬「谷崎と芥川の芸術観――「小説の筋」論争の底流」（『谷崎潤一郎と芥川龍之介―「表現」の時代―』二〇一六・三、翰林書房） 
5 髙橋奈保子「近代文人としての芥川龍之介――芸術と風流の間で」（大阪大学文学研究科文化表現論専攻博士学位請求論文、二〇〇七・三）、橘昭成「芥川龍之介の文芸観――ク
ローチェ美学からの影響関係を中心に――」（『待兼山論叢』二〇一三・一二） 
6  平岡敏夫「蜃気楼」（『芥川龍之介 抒情の美学』一九八二・一一、大修館書店）など。 
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7 副田賢二「「冬と手紙と」の位置――「歯車」への視座として――」（『山口国文』一九九七・三） 










17 平岡敏夫「「蜃気楼」の方法」（『芥川龍之介 抒情の美学』注6に同じ） 
18 篠崎美生子「『文芸的な、余りに文芸的な』に現れた芥川晩年の表現意識」（『繍』一九九〇・一二） 







26  拙稿「「詩的精神」についての一考察」『文学研究論集』二〇一三・二） 
27 田鎖数馬「谷崎と芥川の芸術観――「小説の筋」論争の底流」（『谷崎潤一郎と芥川龍之介―「表現」の時代―』注4に同じ） 
28 田鎖数馬「芥川文学の変容」（『谷崎潤一郎と芥川龍之介―「表現」の時代―』上に同じ） 
29 江口裕子「芥川龍之介とエドガア・ポオ」（『エドガア・ポオ論考』一九六八・一一、創文社） 
30 「96「三十五歳の小説論」（「文芸的な、余りに文芸的な」草稿）」（『芥川龍之介資料集図版１』一九九三・一一、山梨県立文学館） 
31 三嶋譲「芥川龍之介晩年の文学観」（『福岡大学人文論叢』一九八〇・一二） 
32 田鎖数馬「芥川と「詩的精神」」（『谷崎潤一郎と芥川龍之介―「表現」の時代―』注4に同じ） 
33 引用は阿部良雄訳『ボードレール全集Ⅲ』（一九八五・七、筑摩書房）に拠った。 
34 高田瑞穂「「文芸的な、余りに文芸的な」考」（『芥川龍之介論考』一九七六・九、有精堂） 
